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会長時間

会長 南條 泰

本日は後ほど卓話の時間をいただいていますので、一年間の反省をしたいと

思います。そこで、今日は夢が現実になりそうなニュースです。皆さんは、ボイ

ジャー１号を覚えていますか。アメリカ航空宇宙局ＮＡＳＡが１９７７年、３５年前

に打ち上げた無人探査機です。この探査機が太陽圈から脱出する歴史的な

日が近づいているのです。現在１７８億キロの彼方から１６時間３６分かけて届

いたデータから解析したものです。太陽圏の果ての手前では、時速１５０万キロという猛烈なスピードで吹き荒れる

太陽風があり、これが恒星間ガスにぶつかり急速に減速されターミネーションショックが形成されているそうです。探

査機は現在、この中を飛行中と思われるそうです。ボイジャーに搭載された原子力電池は２０２０年まで動きます。も

うすぐ、恒星間空間を飛行する人類史上の初の探査機として歴史に名を残すことになります。

「心ゆたかなロータリアン、一歩前へ」 夢を持ち続けましょう。

今回の例会（６月２７日）

最終夜間例会

出席報告（渡部幹事）

6月20日(水)出席者

会員総数 39名

出席会員 30名

欠席会員 9名

ご来賓 0名

ご来客 1名

ゲスト 0名

来客者紹介（南條会長）

6月20日(水)出席者

広島ＲＣ 1名

次回の例会（７月４日）

会 員 卓 話

幹事報告（渡部幹事）

■出席報告

■例会変更

■お知らせ

・ 広島北RC 「年度最終夜間例会並びに新会員歓迎懇親会」
【と き】 ６月２８日(木) １８：００～ [※夜間に変更]

・ 広島安芸ＲＣ 「創立２１周年記念夜間例会」
【と き】 ７月１０日(火) １８：３０～ [※同日変更]
【ところ】 ホテルグランヴィア広島

・ 7月のプログラムを配布しておりますので、ご確認ください。

・ 次週の例会は最終夜間例会へ変更しておりますので、お
間違えのないようお願いいたします。

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：SMILE BOX

堀江正憲 君
50代から愉しむこだわりのライフマガジン「シック」に、かかりつ
け医をみつけましょうの記事がのっています。時間があればお
読みください。年間4回の出版だそうです。企画・編集・発行は
トマトコーポレーション。

賀谷俊幸 君
最後の例会でこれで役もはずれます。また、会社の代表取締
役もはずれ相談役になります。スローライフ、エンジョイライフで
す。

鈴木大次郎 君
6月15日に初の年金を受け取りましたが、カードの支払にあっと
いう間に消えました。

石川貴与和 君
昨日は「蔵元を囲み大吟醸を楽しむ会」が200人の参加者に来
ていただき大盛況でした。また、当クラブからも多くの人に来て
いただき、感謝！感謝！です。

船場誠吾 君
ハワイに行ってまいりました。松井市長はじめ広島商工会議所
の皆さまと広島をアピールしてきました。大きなツアーが終了
し、ほっとしております。

高野憲一郎 君
理事、役員の方、今年度お疲れさまでした。最後のお願いで
す。ニコニコへどうぞ。

当日計 18,000円 累計 908,189円

【例会】 毎週水曜日(12:30～13:30) ／ リーガロイヤルホテル広島（広島市中区基町6-78） ／ 082-502-1121

【会長】南條 泰 【事務所】広島市中区基町6-78 リーガロイヤルホテル広島13F 【TEL】082-221-4894
【幹事】渡部 邦昭 【ホームページ】http://www.ryohoku-rc.jp/ 【FAX】082-221-4870
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退 任 挨 拶

この一年間、「ロータリアン一歩前へ」との思いで今までと

は異なるロータリー活動をしてみました。例会運営もその一

つです。

そこで、第一番にクラブの必要経費の削減について実施し

ました。今、時代の不安定な時に各自がロータリーの為に

使うお金を大事に考へ、毎月の会費・理事会での費用・事

務局費用など、出来る事は全て見直しました。毎月の会費

を最小限にする為に、全員登録の場合は基金の流用をし

ました。これは過去に基金として集めたお金が有効に使わ

れず、過去から集めてきたからとの理由で貯まり続けており

ました。皆さんのお金ですので、本年度はこれを使う事とし

ました。理事会メンバーが毎月集めていた懇親会費用を必

要ある時に参加者のみで割り勘としました。やむ得ず欠席

の方への負担はありません。理事会開催時の会議室費用

は一回につき約２万円はかかります。そこで、ホテルの３３

階のレストランの一部を借りました。会議用部屋代はいりま

せんので３６万円の削減です。次に事務局が必要としてい

た費用の見直しです。皆様に連絡用に使用していた封筒・

はがき・切手を廃止し、例会時のボックスを連絡用としまし

た（封筒は試験的にパソコンでクラブ名・住所を印刷しまし

た）。理事会の配布資料は理事さんヘメール送信して、各

自がプリントし理事会に持ち寄ることとしました。事務局より

の配布はありません。コピー機代・用紙代と事務局員の時

間短縮です。各種大会への参加登録は例会時に幹事より

連絡後、回覧表にて出欠をいただきました。全員には関係

ないことですが、会長経験者の会での毎月の集金も止めさ

せていただきました。今後は会合時に参加者の負担で平

等割り勘となるでしょう。

例会の運営についてですが、小林理事には大変ご苦労を

おかけしましたが、司会は会場監督におまかせしました。こ

れは親の広島北クラブの見習いです。来賓者の紹介は敬

意を表して会長が行い、出席報告は幹事が行い時間の短

縮をはかりました。ニコニコ箱は副幹事で進め、ＳＡＡは例

会運営に集中していただきました。特に例会で気になった

事は来客者への対応です。テーブルに一人で座っておら

れる方がおられました。同業の方やＳＡＡ・親睦の方々の

配慮が必要です。卓話者への対応では、終わりの鐘がな

ると会員の方々が先に退場され、卓話者が最後になり不自

然を感じましたので、例会中に副会長の先導で四月よりは

皆様より先に退席していただきました。その後、点鐘とさせ

ていただきました。卓話中の事ですが、居眠りと雑談が前

から見るとよくわかります。これはロータリアンとして気をつ

けたい事です。又、１３時頃になると他クラブや陵北の方が

たがゾロソロと退席されます。前から見ていると感じの良い

ものではありません。残り、３０分が何とかならないものでし

ょうか。ロータリアンの自覚の問題だと思います。

会長 南條 泰

親睦委員会の方々には有意義なお金の使い方を考えて

いただき楽しいすばらしい親睦になりました。例会講師を

探すのに佐野委員長には苦労をおかけしました。

次にニコニコ箱で出宝していただいたお金は主に、奉仕活

動に使うことになっておりますが、皆さんからの出宝ですの

で理事会で使用する内容を検討すればよいと思います。

集まったお金はできれば次年度に繰り越さず使い切るの

が良いのではないかと思いますが、残金は基金に組み入

れて将来の奉仕活動に備えるのも一つの方法ではないで

しょうか。もうひとつは、この１年間にニコニコ箱に自己申告

を一度もされないメンバーの方がおられるとしたら、なぜだ

ろうか。気楽に出宝していただける方法はないものだろうか

と悩みました。

ここで、皆さん、考えてみてください。

チャーターメンバーの方は入会２０年が過ぎました。１年間

にロータリーの為に約５０万円使われています。２０年間で

は１０００万円です。飲食を入れると１５００万円位でしょう

か。皆さん、単純に考え、投資に対する効果はあったでしょ

うか。そういう考えはおかしいと言われるでしょうが、これが

現実です。ロータリー活動をする為に「お金をかけなけれ

ばロータリーを分かち合う事ができないという」慣行があると

すればいかがなものでしょうか。

ロータリーは不連続の連続です。その年の理事会で方針

が決まります。前年度が決して完全ではありませんが、良

い事はつづけてそぐわない事は変更すれば良いのではあ

りませんか。これを繰り返すことにより、すばらしい伝統のあ

るクラブになるのではありませんか。

ある新聞記事によると、出費を削ることが出来ず必死で働

き税金を払い、生活水準を誇示するために贅沢品を購入

し消費税を払う。これでは税金を払うために生きているよう

なものです。景気に貢献することになるかもしれませんが、

他人のことではありません、自分の事です大事にしてくださ

い。こういうタイプの人が経済的に破綻することは目に見え

ています。米国のある資産家は「お金にとって最も悪い事

はそれを使うことである」と言われたそうです。世界の富豪

のほとんどの人が倹約家であることを忘れてはいけない、

無意味な消費を抑え複利の効果を利用することが最も資

産形成法でしょう。

最後に会長の指名を受け数々の勉強させていただきまし

た。ロータリーを通して他のクラブの友人も増えました。ロー

タリーの難しさも知りました、有難いことです。来月からは一

会員として行動出来る事にうれしく思います。

「心ゆたかなロークリアン 一歩前ヘ」

これで残りが少しありますが私の１年間の任務を終わらせ

ていただきます。

皆様のご協力に感謝申し上げます。
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退 任 挨 拶

光陰矢の如しと申しますが、一年があっという間

に過ぎてしまいました。

お陰さまで大過なく大任を終えることが出来て、

改めて皆々様のご協力に感謝申し上げます。

来年度から一会員として精進いたします。何卒

よろしくご指導ご鞭撻をお願い致します。

一年間誠にありがとうございました。

副会長 割方 寿

一年間お世話になりました。

幹事というのは、会長のあとをついて歩いてお

けばなんとか勤まるものかと思っていましたが、

大変な見当違いでした。

それと、今年度、当クラブが在広１３ＲＣの当番

クラブということで合同幹事会の代表幹事の大

役を仰せつかったことから大変な一年となりまし

た。会合が数多くあることから、昨年１２月には

少し体調を崩してしまって、会長に迷惑をかけ

ましたが、以後禁酒生活を送っているお蔭で体

調が良くなりました。

また、幹事をやらせていただいて良かったの

は、五木寛之の「人間の関係」～無償の交友～

について学ばせてもらう機会を与えてくれたこと

ではないかと思います。次年度の瀬川長良幹事

には健康に留意してがんばって下さい。ご活躍

を期待しております。

幹事 渡部 邦昭

副幹事として一年間お世話になりました。

この副幹事は渡部幹事が私と同級生というよしみで何で

も言えるので、担当させたのだろうと思います。

副幹事も辞めますが、今度会社の代表取締役も辞め、

相談役になります。

これからはスローライフ、エンジョイライフです。

今まで通り楽しくやっていきましょう。

よろしくお願いいたします。

この一年間ありがとうございました。

副幹事 賀谷 俊幸

今年度、副幹事を務めさせて頂きました、高野

です。一昨年の秋に割方様から、副幹事のお話

が有り、幹事の補佐として行えばいいと言われ、

引き受けさせて頂きました。が、南條会長の方

針が、副幹事がニコニコを行うと言われ、びっく

りしました。自分自身、慣れないこともあり、皆様

にご迷惑をお掛けしました事を、お詫び申し上

げます。

また、今年度は、広島陵北ロータリークラブの理

事役員会や、渡部幹事が、在広ロータリークラ

ブの合同幹事会の代表幹事を務められ、合同

幹事会にも出席させて頂き、色々な面で勉強さ

せて頂きました。ただ、字を書くのが苦手なこと

もあり、議事録を作成するのに時間がかかりまし

た。もう、書かなくてもいいと思うと、うれしくてた

まりません。

今年度、有難うございました。

副幹事 高野 憲一郎


